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10／４（日）、住民運動会が中止となり、レクリエーション大会が開催されました。約200名の皆さんがムカデジャンケンゲー
ムや玉入れなどを楽しみ、親睦を深めました。



第４回 舟橋村表彰式
　11月３日（火・祝）午後０時30分より、舟橋会館大ホールにおいて「第４回舟橋村表彰式」
を開催します。
　村政の発展に貢献された方々を表彰しますので、受賞者の皆さんに温かい拍手をお願い
します。受賞者と主な功績概要は次のとおりです。� （敬称略・順不同）

特別表彰

野
の

村
むら

　信
のぶ

夫
お

（佛生寺）

　永年にわたり、舟
橋村議会議員とし
て、地方自治の発展
のために尽力され
た。

善行表彰

竹
たけしま

嶋　 吉
きち

（舟橋）

じん

　永年にわたり、上
市区域交通安全協会
舟橋支部長・中新川
地区防犯協会舟橋支
部長として、安心安
全なまちづくりに尽
力された。

特別表彰

山
やまぎし

岸　克
かつひこ

彦
（海老江）

　永年にわたり、行
政相談委員として、
村民の行政に関する
苦情等の相談業務に
尽力された。

特別表彰

山
やま

﨑
ざき

　知
とも

信
のぶ

（東芦原）

　永年にわたり、舟
橋村議会議員とし
て、地方自治の発展
のために尽力され
た。

富山マラソン2015

交通規制のお知らせ
　大会当日は、長時間・広範囲にわたり大規模な
交通規制を行いますので、沿線以外の通行可能な
道路でも大幅な渋滞が予想されます。お出かけに
は自動車の使用を控え、公共交通機関の利用をお
願いします。
　詳細な交通規制情報は、富山マラソンＨＰをご
確認ください。
開催日および規制予想時間
　11月１日㈰ ６時半～16時45分
コース　�高岡市役所⇒高岡大仏⇒山町筋⇒新高

岡駅周辺⇒海王丸パーク⇒新湊大橋⇒
富山大橋⇒富山駅⇒富岩運河環水公園

問い合わせ先
　富山マラソン実行委員会事務局
　℡444－4582
　http://www.toyamamarathon.com/

　人権擁護委員による電話相談を受け付けます。
　お気軽にお電話ください。（相談は無料ですが、
通話料はご負担願います。）
と　　き　平成27年11月16日㈪から
� 同月22日㈰までの７日間

午前８時30分～午後７時
ただし、土曜日・日曜日は午前10時
～午後５時

対　　象　女性の人権に関してお悩みの方
相談内容　�夫・パートナーからの暴力、職場等に

おけるセクハラ、ストーカー行為、そ
の他女性をめぐる各種の問題

相談受付の電話番号　℡0570－070－810
問い合わせ先
　富山地方法務局人権擁護課　℡441－0550

全国一斉

「女性の人権ホットライン」
強化週間のお知らせ
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通
知
カ
ー
ド
は
皆
さ
ん
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

�

お
知
ら
せ
す
る
大
切
な
カ
ー
ド
で
す

マイナンバー制度がスタートしました！

問い合わせ先

（通知カード・個人番号カードに関すること）
生活環境課 田中（宏）
464－1121

問い合わせ先
（制度に関すること）
総務課 加藤（穣）
464－1121

▲�個人番号カードのイ
メージ　上：表面、
下：裏面

●�

通
知
カ
ー
ド
の
送
付
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
10
月
よ
り
、
全
国
一
斉
に
通
知
カ
ー
ド
の

郵
送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
郵
便
物
の
内
容

は
、
次
の
①
～
④
で
す
。

　
①
通
知
カ
ー
ド

　
②�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書�
兼�

電

子
証
明
書
発
行
申
請
書

　
③
音
声
コ
ー
ド
お
よ
び
申
請
書
Ｉ
Ｄ
控
え

　
④�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
の
返
信

用
封
筒

　
送
ら
れ
て
き
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
皆
さ
ん

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
12
桁
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大

切
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
に
よ
り
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

も
利
用
で
き
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
類
は
、

通
知
カ
ー
ド
が
送
ら
れ
た
書
類
に
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。）

●�

通
知
カ
ー
ド
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
紙
製
の
簡
易
カ
ー
ド
で
、

氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
場
合

は
、
顔
写
真
付
き
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
ぜ

ひ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
性
別
・
顔
写
真
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
付
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
カ
ー
ド
で
す
。（
申
請
は
任
意
で
す
。）

　
身
分
証
明
書
の
ほ
か
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
等
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
交

付
を
受
け
て
か
ら
10
回
目
の
誕
生
日
ま
で
（
20
歳
未
満
の
方
は
5
回

目
の
誕
生
日
ま
で
）
有
効
で
す
。
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
住
基
カ
ー

ド
と
の
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
運
転
免
許
証
等
と
同
様
に
、
転
出
や
転
居
で
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
や
、
結
婚
や
離
婚
等
で
氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
記
載

内
容
を
変
更
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
窓
口
へ
通
知

カ
ー
ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、来
年
１
月
よ
り
市
町
村
役
場
の
事
務
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。確
定
申
告
や
児
童
手
当
等
の
手
続
き
の
際
、
関

係
書
類
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
他
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、
事
業
主
や
証
券

会
社
、
保
険
会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
勤
務
先
や
証
券
会
社
、
保

険
会
社
な
ど
か
ら
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
に
わ
た
り
利
用
す
る
番
号
に
な
り
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

紛
失
し
た
り
、
む
や
み
に
他
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
取
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
理
由
と
し
て
、
行
政
機
関
な
ど
が
電
話
や
訪

問
に
よ
り
個
人
情
報
の
聞
き
取
り
や
手
続
き
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
電
話
・
訪
問
の
例
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
必

要
で
あ
る
と
し
て
、
個
人
の
資
産
情
報
や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
を
聞

き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
役
場
や
警
察

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
申
請
に
よ
り
無
料
で
交
付

さ
れ
ま
す

住
所
変
更
な
ど
の
際
は
、
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
紛
失
に
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
審
な
訪
問
や

電
話
が
、
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
か
ら
交
付
ま
で

①
申
請

申
請
の
方
法
は
、
主
に
次
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

１
、郵
送
で
申
請（
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。）

２
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申
請（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。）

③
受
取

交
付
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

□
交
付
通
知
書　
　
□
通
知
カ
ー
ド

□
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

の
３
点
を
お
持
ち
に
な
り
、
役
場
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
を
行
い
、
暗
証
番
号
を
設
定
の
う
え
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
交
付

　
通
知

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
は
平
成
28
年
１
月
以
降
に
始
ま
り

ま
す
。
交
付
準
備
が
整
う
と
、
役
場
か
ら
交
付
通
知
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
詳
細
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
：
０
５
７
０
―
８
０
―
０
１
７
８

HP
：http://w

w
w
.cas.gp.jp/jp/seisaku/
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平成26年度
舟橋村一般会計 決 算 　９月定例村議会において、平成26年度会計の歳

入歳出決算が認定されました。一般会計の決算概要
についてお知らせします。

村に入ったお金
歳 入

使ったお金
歳 出

16億8,457万5,000円

16億1,647万4,000円
○歳出から見る財政状況
　歳出決算額は、16億1,647万
4,000円で、前年度に比べ8,668
万8,000円の減となりました。
〈主な要因〉
・�普通建設費の増7,204万7,000
円（役場庁舎エレベータ新設事
業の皆減などによるもの）

23.3％

14.0％

8.3％

3.1％

13.3％15.1％

27.8％

9.4％

9.0％

2.6％
4.3％
1.9％
4.0％43.8％

11.8％

0.0％
8.3％

①～⑤自主財源（36.1％）
6億802万6,000円

⑥～⑨依存財源（63.9％）
10億7,654万9,000円

①村税 3億9,293万9,000円
⑨その他 10万円

②分担金及び負担金
4,372万9,000円

公債費
借金の返済
1億4,627万5,000円繰出金

特別会計への繰出金
2億4,406万8,000円

物件費
賃金・需用費・
役務費・備品購入費・
委託料等
4億4,868万6,000円

その他
貸付金・積立金など
5,036万2,000円

普通建設費
2億1,422万6,000円

補助費等
各種団体への補助金等 1億5,230万2,000円

③使用料及び手数料
7,195万3,000円

④財産・諸収入
3,255万4,000円

⑤繰越金
6,685万1,000円

⑥地方交付税等
7億3,805万6,000円

⑦国・県支出金
1億9,920万4,000円

⑧村債
1億3,918万9,000円

○歳入から見る財政状況
　歳入決算額は、16億8,457万
5,000円で、前年度に比べ8,543
万7,000円の減となりました。
〈主な要因〉
・�国・県支出金の減6,693万6,000
円（役場庁舎エレベータ新設事
業の皆減などによるもの）

性質別内訳
人件費
職員給与・議員報酬・各種委員報酬等
2億2,709万9,000円

扶助費
老人医療費・乳児医療費・
児童手当等
1億3,345万6,000円

舟
橋
村
の
平
成
26
年
度

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
を

�

お
知
ら
せ
し
ま
す
　

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財

政
健
全
化
法
）
に
基
づ
き
、
舟
橋
村
の
平
成
26
年
度
決
算

に
お
け
る
財
政
健
全
化
に
関
す
る
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

○村の健全化判断比率とそれぞれの判断基準
比　率　名 舟橋村の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0％ 20.0％
連結実質赤字比率 － 20.0％ 40.0％
実質公債費比率 12.1％ 25.0％ 35.0％
将 来 負 担 比 率 73.6％ 350.0％
＊�実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、赤字額がないため「－」と記
載してあります。地方公共団体は、比率のいずれかが早期健全化基準以上にな
ると「財政健全化計画」を、財政再生基準以上になると「財政再生計画」を作
成し、　財政健全化を図ることになります。

○資金不足比率
特 別 会 計 舟橋村の比率 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計 － 20.0％
宅地造成事業特別会計 － 20.0％

＊�資金不足額がなく、資金不足比率は算定されないため「－」を記載しています。
資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合、「経営健全化計画」を作成し、
経営健全化を図ることになります。

　
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
右
記
の
と
お
り
、
い

ず
れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
、
早
期
健
全
化
基
準
及
び
経
営

健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
指
標
の
推
移

を
注
視
し
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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村内ＮＥＷＳ
ニュース

平成28年度

保育所・認定こども園の入所申し込みについて
　平成28年度の保育所・認定こども園の入所申請書類の配布を次のとおり行います。
なお、年度途中の入所を希望されるお子さんについても、申請書類をご提出ください。

舟橋村保育所に平成28年度新規入所希望の場合Ⅰ

現在、舟橋村保育所に入所中の場合Ⅱ

村外の保育所（園）に入所希望の場合Ⅲ

申請書配布期間

申請書配布期間

申請書受付期間

申請書受付日
保育所入所の認定基準

平成27年11月24日㈫～12月４日㈮

平成27年11月９日㈪～12月４日㈮
平成27年12月１日㈫～12月11日㈮

平成28年１月８日㈮　10時～12時　舟橋村保育所にて

○生活環境課　　℡464－1121　　平　日　８時30分～17時15分
○舟橋村保育所　℡464－1114　　平　日　８時30分～18時30分　　土曜日　８時30分～16時30分

保育の必要性の認定を受ける場合は、保護者等が次のいずれかの事情にある場合です。
①就労（月の就労時間が48時間以上の場合）
②妊娠・出産（出産前後のため、児童の保育ができない場合）
③疾病・障害（児童の保護者が病気、負傷、心身に障害を有する場合）
④介護（同居の親族（長期間入院等している親族を含む）を常時介護　または看護している場合）
⑤災害復旧（震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている場合）
⑥求職活動（児童の保護者が継続的に求職活動を行っている場合）
⑦就学（児童の保護者が就学の場合）
⑧虐待・ＤＶ等のおそれがある場合
⑨育児休暇取得時に既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
⑩その他、上記に類すると認める場合

11月下旬に保育所を通じて「現況届」を配布します。
就労証明書等の添付書類と併せて、平成28年１月８日㈮までに保育所にご提出ください。

村外の保育所・園、こども園への入所（広域入所）を希望される場合は、お早めにご相談ください。

■問い合わせ先　生活環境課　廣瀬　℡464－1121

※現在、村外の保育所等に入所中の
方は個別に申請書類を送付します。

※申請書類等の提出期限が通常より
早くなりますのでご注意ください。

舟
橋
小
学
校　
稲
刈
り
体
験　
実
施

９
月
30
日
㈬

秋
晴
れ
の
下　
野
だ
て
茶
会

10
月
９
日
㈮

　
舟
橋
小
学
校
の
４
～
６

年
生
の
約
120
名
が
、
学
校

田
で
稲
刈
り
体
験
を
し
ま

し
た
。明
和
善
一
郎
さ
ん
、

野
村
信
夫
さ
ん
か
ら
指
導

を
い
た
だ
き
、
コ
ン
バ
イ

ン
の
機
能
を
学
び
、
も
ち

米
を
収
穫
し
ま
し
た
。
代

表
の
児
童
が
コ
ン
バ
イ
ン

に
同
乗
し
て
収
穫
。ま
た
、

鎌
を
使
っ
て
昔
な
が
ら
の

稲
刈
り
も
行
い
ま
し
た
。

11
月
末
に
は
餅
つ
き
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

京
坪
川
河
川
公
園
で
、

野
だ
て
茶
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
舟
橋
村
保
育
所
年

長
児
27
名
が
お
点
前
を
披

露
。
金
森
村
長
、
明
和
善

一
郎
村
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
応
募
さ
れ
た
方
々
約

20
名
が
、
秋
晴
れ
の
空
の

下
で
一
服
を
楽
し
み
ま
し

た
。
保
育
所
で
は
、
礼
儀

作
法
や
集
中
力
を
身
に
付

け
る
た
め
、
10
年
以
上
前

か
ら
茶
道
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
来
年
２
月
に
は
お

別
れ
茶
会
で
父
母
ら
を
も
て
な
し
ま
す
。

ふなはし　2015.115



村内ＮＥＷＳ
ニュース

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
9
月
21
日
㈪
か
ら
9
月
30
日
㈬
ま
で
の

10
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
24
日
に
は
交
通
安
全
村
民
大
会
が
開
催

さ
れ
、
上
市
警
察
署
長
か
ら
今
年
の
交
通

死
亡
事
故
の
多
さ
に
つ
い
て
注
意
の
呼
び

か
け
が
あ
り
、
交
通
安
全
母
の
会
会
長
に

よ
る
交
通
安
全
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
28
日
に
は
上
市
区
域
交
通
安
全

協
会
舟
橋
支
部
・
舟
橋
村
交
通
安
全
母
の

会
・
舟
橋
村
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
み
な

さ
ん
が
、
上
市
警
察
署
・
舟
橋
村
駐
在

所
・
上
市
区
域
交
通
安
全
協
会
の
協
力
を

得
て
、
県
道
富
山
・
上
市
線
に
お
い
て
、

街
頭
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
街
頭
Ｐ

Ｒ
で
は
、
舟
橋
支
部
女
性
部
の
手
作
り
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
や
、
舟
橋
村
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
み
な
さ
ん
の
手
作
り

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
等
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡

し
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
の
ス
ー
パ
ー
「
ク

ラ
ウ
ン
浜
須
賀
店
」
で
、
東
芦
原
の
農
事

組
合
法
人
東
和
の
皆
さ
ん
が
、
収
穫
さ
れ

た
ば
か
り
の
村
産
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
和
は
、
昨
年
か
ら
同
ス
ー
パ
ー
で
お

米
を
販
売
し
て
お
り
、
今
回
は
日
頃
お
米

を
購
入
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
や
さ

ら
な
る
販
売
拡
大
に
向
け
て
、
新
米
の
収

穫
時
期
に
あ
わ
せ
お
米
の
試
食
会
も
実
施

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
山
﨑
知
信
代
表
理

事
を
始
め
と
し
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

ス
ー
パ
ー
の
来
店
客
に
塩
む
す
び
を
配

布
。
試
食
し
た
方
々
か
ら
は
、「
お
米
が

ふ
っ
く
ら
と
し
て
い
て
お
い
し
い
」、「
甘

い
」
な
ど
の
声
を
頂
い
た
他
、
用
意
し
た

４
０
０
食
の
塩
む
す
び
が
す
ぐ
に
無
く
な

る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
に
お
米
を
購
入
さ
れ
た
方

に
は
村
の
特
産
品
で
あ
る
「
か
ぼ
ち
ゃ
」

を
贈
る
な
ど
、
お
米
を
始
め
と
し
た
様
々

な
村
の
Ｐ
Ｒ
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
来
店
客

の
方
々
に
舟
橋
村
の
良
さ
を
知
っ
て
頂
く

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
舟
橋
村
健
康
麻
雀
サ
ロ
ン
「
雀
の
お
宿
」
が
舟
橋

会
館
２
階
の
各
種
団
体
室
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。「
お

酒
を
飲
ま
な
い
」「
お
金
を
賭
け
な
い
」「
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
」
を
３
原
則
に
掲
げ
、
８
月
30
日
に
設
立

さ
れ
た
舟
橋
村
健
康
麻
雀
協
会
「
雀
の
会
」
の
事
業

と
し
て
、
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
16
時
か
ら
20

時
ま
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
20
人
の
関
係
者

が
集
ま
り
、
住
民
間
の
交
流
や
健
康
増
進
に
つ
な
が

る
サ
ロ
ン
の
開
設
を
祝
い
ま
し
た
。

　
健
康
麻
雀
サ
ロ
ン
及
び
舟
橋
村
健
康
麻
雀
協
会
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課　
前
原　
℡
４
６
４
―
１
１
２
１

　
「
ホ
ー
ス
を
担
ぎ
、

走
っ
て
、
火
点
に
向

か
っ
て
放
水
」。
消

火
の
た
め
の
ポ
ン
プ

や
ホ
ー
ス
を
操
作
す

る
速
さ
と
正
確
さ
を

競
う
「
県
消
防
協
会

中
新
川
地
区
合
同
消

防
操
法
大
会
」
が
立

山
町
上
東
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
出
場
し
た
19
団
中
、

舟
橋
村
消
防
団
（
古
越
邦
男
団
長
）
が
見

事
参
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
操
法
大
会
に
向
け
た
村
消
防
団
の
練
習

は
10
月
上
旬

か
ら
開
始

し
、
連
夜
実

施
し
ま
し

た
。
大
会
で

は
そ
の
成
果

を
十
分
に
発

揮
し
、
優
秀

な
成
績
を
お

さ
め
ま
し

た
。

街頭PRの様子

舟
橋
産
米
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト 

開
催

�

～
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
～

健
康
麻
雀
サ
ロ
ン
「
雀
の
お
宿
」
開
設

県
消
防
協
会
中
新
川
地
区

合
同
消
防
操
法
大
会

　
舟
橋
村
消
防
団　

　
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
参
勝

10
月
３
日
㈯

10
月
３
日
㈯

10
月
18
日
㈰
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石
流
が
舟
橋
地
域
を
通
過
し
て

白
岩
川
に
流
れ
込
ん
だ
時
、
白

岩
川
は
竹
内
村
地
内
で
河
道
を

変
え
（
絵
図
に
は
「
入
川
」
と

表
記
）、
清
水
堂
村
領
内
に
流

れ
込
み
ま
し
た
。
そ
の
新
た
な

川
筋
の
脇
の
辛
う
じ
て
流
失
を

免
れ
た
か
の
よ
う
な
位
置
に
、

人
家
の
略
図
と
「
孫
兵
衛
」
の

付
記
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
絵
図
に
人
名
が
記
さ
れ
る
の
は
珍
し

い
こ
と
と
思
い
、
孫
兵
衛
と
そ
の
周
辺
に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◆　
孫
兵
衛
と
上か

み

川か
わ
ら原
村

　
孫
兵
衛
屋
敷
が
あ
っ
た
の
は
上
川
原
村

で
し
た
。
現
在
は
富
山
市
水
橋
上
川
原
と

な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
実
際
に
は
使

用
さ
れ
て
い
な
い
地
名
の
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
江
戸
時
代
に
は
た
し
か
に
存
在

し
、
孫
兵
衛
と
い
う
人
物
が
暮
ら
し
て
い

宮�

本　
幸�

江
（
み
や
も
と　
ゆ
き
え
）

元
富
山
県
史
編
さ
ん
室
嘱
託
と
し
て
県
史

近
世
編
の
調
査・編
集
に
従
事
。近
世
担
当
。

富
山
市
婦
中
町
在
住
。

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

村
を
川
の
右
岸
か
ら
左
岸
へ
移
動
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
は
ず
で
す
。
そ
の
観
点
か

ら
改
め
て
明
治
四
十
三
年
測
図
の
地
形
図

を
見
て
み
る
と
、
旧
河
道
と
想
定
さ
れ
る

辺
り
に
土
居
ら
し
き
も
の
を
二
か
所
確
認

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
も
と
に

江
戸
時
代
（
少
な
く
と
も
安
政
五
年
の
震

災
発
生
ま
で
）
の
白
岩
川
の
河
道
に
つ
い

て
、
Ｓ
字
屈
曲
部
分
以
北
を
左
図
の
よ
う

に
推
定
し
て
み
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
白
岩
川
は
舟
橋
地
域
東
側

で
大
き
く
Ｓ
字
に
屈
曲
し
た
後
、
さ
ら
に

西
か
ら
北
へ
と
湾
曲
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

現
在
の
竹
内
・
国
重
両
地
区
北
部
を
白
岩

川
が
横
切
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
対
岸

と
な
る
部
分
は
お
そ
ら
く
清
水
堂
村
領
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

（
つ
づ
く
）

た
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
上
川
原
村
と
は

ど
ん
な
村
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
杉
木

文
書
の
「
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
新
川

郡
石
割
村
弥
助
組
村
鑑
（
む
ら
か
が
み
）

帳
」
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
上
川
原
村
は
村
御
印
高
三
十
九
石
で
し

た
が
、
そ
の
内
九
石
は
延
宝
七
年
（
一
六

七
九
）
に
検
地
引
高
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
水
害
に
よ
る
損
壊
地
を
検
地
に

よ
っ
て
査
定
し
、
村
高
か
ら
差
し
引
い
た

も
の
で
し
ょ
う
。
水
害
が
発
生
し
や
す
い

土
地
柄
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
村
の
面
積
は
田
畑
屋
敷
地
合
わ
せ
て
一

町
六
反
五
畝
（
約
一
万
六
三
六
三
㎡
）
で

し
た
。
住
民
は
、
文
政
八
年
当
時
、
孫
兵

衛
家
と
頭
振
（
無
高
の
農
民
）
家
の
二
軒

に
、
男
五
人
、
女
五
人
と
い
う
比
較
的
小

さ
な
村
で
、
村
肝
煎
は
隣
村
の
金
広
村
肝

煎
が
兼
務
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
小
さ
な
村
の
存
在
が
、
江
戸
時
代
の

白
岩
川
の
河
道
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

◆　
上
川
原
村
と
白
岩
川

　
前
記
の
「
村
鑑
帳
」
に
は
、
上
川
原
村

の
領
域
に
つ
い
て
「
東
南
は
清
水
堂
村
領

境
・
西
は
白
岩
川
・
北
は
金
広
村
領
境
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
上
川
原

村
は
白
岩
川
右
岸
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
安
政
五
年
の
震
災
に
よ
っ
て

田
畑
に
川
水
が
流
れ
込
み
新
た
な
川
筋
が

出
来
た
た
め
、
上
川
原
村
は
後
に
左
岸
に

移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
（「
水
橋
町
郷

土
史
」
に
よ
る
）。

　
と
い
う
こ
と
は
、
二
筋
と
な
っ
た
河
道

の
内
、
新
し
い
方
を
本
流
と
し
た
の
で
は

◆　
飛
越
大
地
震
に
よ
る
災
害

　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
二
十
六

日
に
発
生
し
た
飛
越
大
地
震
と
翌
三
月
十

日
及
び
四
月
二
十
六
日
と
連
続
し
た
常
願

寺
川
の
大
洪
水
は
、
舟
橋
地
域
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
上
流
か
ら
押

し
寄
せ
た
土
石
流
が
、
利
田
村
領
付
近

（
現
・
立
山
町
）
で
堰
を
切
り
舟
橋
地
域

に
流
れ
込
ん
だ
の
で
す
。
土
石
流
が
残
し

た
最
大
の
爪
痕
は
、
白
岩
川
周
辺
の
「
淀

水
」
で
し
た
。
震
災
後
の
藩
に
よ
る
救
済

措
置
や
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
大
方
の
田

畑
が
復
旧
し
た
後
も
、
こ
の
淀
水
は
残
さ

れ
た
ま
ま
で
し
た
。
白
岩
川
は
、
舟
橋
地

域
に
接
す
る
辺
り
で
Ｓ
字
に
湾
曲
し
て
お

り
流
れ
が
緩
や
か
で
あ
る
た
め
、
田
畑
を

覆
う
泥
水
を
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
人
々
は
、
屈
曲
部
分

を
直
線
化
し
水
流
を
強
く
す
る
こ
と
で
問

題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
富
山
県
立
図
書
館
蔵
の
杉
木
文
書
の
中

に
白
岩
川
直
線
化
計
画
に
関
わ
る
絵
図
が

あ
り
ま
す
。
あ
る
時
、
そ
の
絵
図
を
眺
め

て
い
て
、
気
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
ま
し

た
。
そ
れ
が
右
下
図
の
部
分
で
す
。

　
震
災
に
よ
り
常
願
寺
川
で
発
生
し
た
土

村
史
に
拾
う　
⑰

安
政
五
年

�

飛
越
大
地
震
に
拾
う 

⑴

�

村
史
編
さ
ん
委
員
　
宮
本　
幸
江

安政５年「新川郡上条組清水堂村領縁リ白岩川大曲之場所就直切
之御詮議分間絵図」部分（杉木文書）
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舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー 11月
講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴） 親子・一般

 5日㈭・１2日㈭
１9日㈭・26日㈭

１9：45～
　2１：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ　　
スポーツ 年中・年長 10日㈫・17日㈫

24日㈫        
17：00～
　� 18：00 舟 橋 村 役 場 3階 2,000円/月

フラダンス 一 般  4日㈬・11日㈬
25日㈬        

１3：30～
　� １4：30 舟橋会館 研修室４ 500円/回

やさしいヨガ 一 般 １0日㈫・１7日㈫
24日㈫        

１0：00～
　� １１：00 舟橋会館 大広間 300円/回

健康教室 一 般
 6日㈮ 9：30～

　� １１：00
舟橋会館 研修室４

200円/回
20日㈮ 舟橋会館 研修室１

キンボール

小学生

 4日㈬・１１日㈬
１8日㈬・25日㈬

１8：30～
　� 20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
 7日㈯・１4日㈯
2１日㈯・28日㈯

１4：30～
　� １6：30

中学生以上

 4日㈬・１１日㈬
１8日㈬・25日㈬

１8：30～
　� 20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
 7日㈯・１4日㈯
2１日㈯・28日㈯

１5：00～
　� １8：30

会員限定

〈問い合わせ先〉▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
　TEL 090－3298－1456▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）　月～金 8：30～17：00
　TEL 464－1126

日時　11月８日（日）
　　　８：30～（受付開始）
場所　舟橋中学校　体育館
参加費等は、チラシを参照ください。

ユニカール大会

「国民年金保険料（社会保険料）控除証明書」が発行されます
～ 年末調整・確定申告まで大切に保管を！ ～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が国民年金保険料控除の対象となります。そ
の年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象です。
　この国民年金保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成27年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「国
民年金保険料（社会保険料）控除証明書」が本年11月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、
年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。
　また、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、来
年の２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の国民年金保険料控除に加えることができ
ますので、ご家族宛てに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
　「国民年金保険料（社会保険料）控除証明書」についての照会は、控除証明書のはがきに表示されてい
る年金事務所へ問い合わせください。

問い合わせ先　魚津年金事務所　℡�0765－24－1494
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Informationお知らせ

緊
急
情
報
告
知
シ
ス
テ
ム
放
送（
赤
と
ん
ぼ
）

�

時
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

11
月
1
日
よ
り
2
月
28
日
ま
で
の
期

間
、
音
楽
の
放
送
時
間
を
次
の
と
お
り
に

変
更
し
ま
す
。

10
月
31
日
ま
で　
　
　
　
　
午
後
6
時

　
　
↓　
　

11
月
1
日
か
ら
2
月
28
日　
午
後
5
時

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課　
喜
田

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

☆
実
施
期
間
☆

　
平
成
27
年
11
月
９
日
㈪
か
ら
11
月
15
日

㈰
ま
で
の
７
日
間

☆
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
☆

『
無
防
備
な�

心
に
火
災
が�

か
く
れ
ん
ぼ
』

　
11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で
の
７
日

間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
、
ご
家
庭
で
も
暖
房

器
具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
対

す
る
意
識
を
持
ち
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

【
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―
】

☆
３
つ
の
習
慣
☆

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

☆
４
つ
の
対
策
☆

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

◎�

舟
橋
村
で
は
、
11
月
15
日
㈰
に
消
防
団

に
よ
る
夜
警
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
上
市
消
防
署
舟
橋
分
遣
所

�

℡
４
６
４
―
１
５
１
２

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の

�

伝
達
訓
練

　
平
成
27
年
11
月
25
日
㈬
午
前
11
時
頃
に

実
施
し
ま
す
。

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練

を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）（
※
）

を
用
い
た
訓
練
で
、
舟
橋
村
以
外
の
地
域

で
も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓

練
が
行
わ
れ
ま
す
。

〈
情
報
伝
達
手
段
〉

　
緊
急
情
報
告
知
シ
ス
テ
ム
の
放
送

〈
内
容
〉

　
村
内
4
ヶ
所
に
設
置
し
て
い
る
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
、
次
の
放
送
内
容
が
一
斉
に
放

送
さ
れ
ま
す
。

【
放
送
内
容
】

「
こ
れ
は
、試
験
放
送
で
す
。」×
３
＋
チ
ャ

イ
ム
音

（
※
）
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
、
国
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
、
瞬
時
に
情
報
を
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課　
喜
田

�
℡
４
６
４
―
１
１
２
１

税
を
考
え
る
週
間

�

11
月
11
日
㈬
～
11
月
17
日
㈫

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
は
、
皆
様
に

税
の
仕
組
み
、
税
の
使
い
道
や
必
要
性
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
国
税
や
地
方

税
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
週
間

で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、ご
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、

税
の
役
割
や
私
た
ち
の
く
ら
し
と
税
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

習
字
作
品
展
（
舟
橋
小
学
校
児
童
）
の 

お
知
ら
せ

　
場
所　
舟
橋
会
館　
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
11
月
11
日
㈬
～
11
月
17
日
㈫

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課　
泉

�

℡
４
６
４
―
１
１
２
１
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Information お知らせ

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
公
的
な

『
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
』
で
す
。

　
高
齢
者
や
ご
家
族
の
方
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
在
宅
生
活
に
お
け
る
様
々
な
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
介
護
保
険
の
相
談
、

公
的
保
険
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
申
請

手
続
き
の
お
手
伝
い
も
い
た
し
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
等
で
す
。
ご
利

用
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
は
、
来
所
、
電

話
、
手
紙
、
訪
問
な
ど
い
ず
れ
も
受
け
付

け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
舟
橋
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

℡
４
６
４
―
１
８
４
７

〒
９
３
０
―
０
２
８
２

　
舟
橋
村
佛
生
寺
55
番
地

　
　
舟
橋
村
役
場
2
階

　
　
　
舟
橋
村
社
会
福
祉
協
議
会
内

◆ 

11
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
特
別
徴
収　
あ
り
ま
せ
ん
（
次
回
は
12

月
の
公
的
年
金
支
払
い
時
に
天
引
き
さ

れ
ま
す
。）

・
普
通
徴
収　
第
５
期
（
11
月
30
日
納
期

限
）（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方
は
、

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

�

介
護
保
険
課 

℡
４
６
４
―
１
３
１
６�

ご
存
じ
で
す
か
？

�

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

　
“
も
っ
た
い
な
い
”

�

～
建
設
産
業
は
実
践
し
て
い
ま
す
～

　
建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
特
定
の
建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材
な
ど
）
の

「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

方
で
は
依
然
と
し
て
建
設
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の
解

体
な
ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分
別

解
体
・
再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
住
民
の

皆
様
に
お
か
れ
て
も
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議
会

H
P

：http://w
w
w
.hrr.m

lit.go.jp/
gijyutu/fukusanbutu/

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡

　
　
協
議
会　
事
務
局

　
　
（
北
陸
地
方
整
備
局　
企
画
部

　
　
技
術
管
理
課　
教
習
係
）

�

℡
０
２
５
―
２
８
０
―
８
８
８
０

常
願
寺
ハ
イ
ツ
の

�

指
定
管
理
者
募
集
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
か
ら
「
指
定
管
理
者
」
と

し
て
、
常
願
寺
ハ
イ
ツ
の
運
営
管
理
を
行

う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
富
山
地
区
広
域
圏
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

toyam
a-kouiki.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
応
募
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
地
区
広
域
圏
事
務
組
合

　
　
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

℡
４
６
２
―
１
１
８
７

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
魚
津
・
滑
川 

人

材
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
（
合
同
就

職
面
接
会
）」
の
開
催
に
つ
い
て

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
魚
津
・
滑
川
で
は
、
管

内
の
求
人
企
業
約
40
社
（
予
定
）
を
一
堂

に
集
め
た
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
（
合

同
就
職
面
接
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
就
職
を
ご
希
望
の
方
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　
一
度
に
複
数
の
企
業
と
出
会
え
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

〇
日
時　
平
成
27
年
11
月
30
日
㈪

午
後
１
時
30
分
～
午
後
4
時

�

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

事
前
申
込
不
要
、
入
場
無
料
、

入
退
出
自
由

〇
場
所　
新
川
文
化
ホ
ー
ル　
２
階
展
示

ホ
ー
ル（
魚
津
市
宮
津
１
１
０
）

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
滑
川

�

℡
４
７
５
―
０
３
２
４
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Informationお知らせ

１
人
で
も
雇
っ
た
ら
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
が
必
要
で
す

～
11
月
は『
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
』で
す
～

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
）
は
、
予
期
せ
ぬ
労
働
災
害
や
失
業

が
発
生
し
た
際
に
、
保
険
給
付
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
労
働
者
の
福
祉
の
向
上
・
増

進
を
図
る
た
め
の
、
政
府
管
掌
の
保
険
制

度
で
す
。
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
労
働
者

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
を
１
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
加
入
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事

業
主
の
方
は
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
滑
川
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
管
理
課
⑪
窓
口

�

℡
４
７
５
―
０
３
２
４

勤
労
感
謝
の
日

　
「
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

�

無
料
電
話
相
談
会
の
ご
案
内

　
11
月
23
日
㈪
勤
労
感
謝
の
日
に
「
労
働

ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」
無
料
電
話
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　
「
賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
強
要
、

職
場
内
セ
ク
ハ
ラ
や
不
当
解
雇
な
ど
、
労

働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
」に
悩
ん
で
お
ら
れ

る
勤
労
者
の
方
に
、電
話
で
回
答
し
ま
す
。

日　
　
時　
平
成
27
年
11
月
23
日
㈪

　
　
　
　
　
勤
労
感
謝
の
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　
４
３
１
―
９
３
５
３

�

（
当
日
の
み
）

相 

談 

料　
無
料

相 

談 

例

・
会
社
が
赤
字
な
の
か
、
給
料
の
支
払

い
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

・
残
業
手
当
を
支
払
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。

・
突
然
社
長
に
、
明
日
か
ら
来
な
く
て

い
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
県
司
法
書
士
会

　
　
富
山
市
神
通
本
町
１
丁
目
３
番
16
号

�

（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
神
通
３
Ｆ
）

�

℡
４
３
１
―
９
３
３
２

�

FAX
４
３
１
―
０
０
１
０

民
間
委
託
訓
練
の

�

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

　
再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を
対
象

に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科

■
Ｉ
Ｔ
技
術
者
養
成
科

・
訓
練
場
所
（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
株
式
会
社
ス
キ
ル
（
富
山
市
）

�

℡
４
３
1
―
０
４
３
９

・
訓
練
期
間

　
12
月
2
日
㈬
～
28
年
６
月
1
日
㈬

・
訓
練
締
切　
11
月
16
日
㈪

・
対
象
者　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
の
申

し
込
み
を
し
て
い
る
方
等
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必

要
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
滑
川
公
共
職
業
安
定
所

�

℡
４
７
５
―
０
３
２
４

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
富
山

�

℡
０
７
６
６
―
２
８
―
６
９
０
０

ひきこもり等家族相談のご案内
　ひきこもりのお子さんを支えているご家族の気持ちが楽になるように専門家がサポートします。秘密
は守りますので安心してご相談ください。

問い合わせ先　富山県中部厚生センター地域保健班　上市町横法音寺40　℡472－0637

年　月　日 時　間 内　　容 場　所 助言者

平成27年11月25日㈬
午後2時～3時30分 家族相談（座談会） 　　　　　　　

お子さんを支えているご家族のサポート 富山県中部厚生
センター　　　 臨床心理士

午後3時30分～5時 個別相談（希望者）
※相談希望の方は事前に下記へ申し込みください。
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行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

母 親 教 室 妊婦さんや産婦さんと
そのご家族 11月  6日㈮ 午前9：30～10：00 舟 橋 会 館 ・対象の方にはご案内します

・母子健康手帳をご持参ください

メ タ ボ 快 笑！
毎日快腸！教室

・健康に関心のある方
・定期的に運動をした
い方

11月  6日㈮
11月20日㈮ 午前9：00～11：00 舟 橋 会 館

・村の保健指導対象者の方以
外は参加費が必要です
・詳細は、保健師までお問い
合わせください

健 康 相 談
（担当：保健師・管理栄養士）

相談を希望される方 11月13日㈮
11月27日㈮ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

胃 が ん 検 診
大 腸 が ん 検 診

職場や医療機関で受診
する機会がなく、今年度
まだ受診していない方

11月13日㈮

午前8：00～9：00

舟 橋 会 館

・受診券をご持参ください
・受診券がない方も受診でき
ますので、お問い合わせく
ださい

乳 房 が ん 検 診
子 宮 が ん 検 診 午後1：00～2：00

骨粗しょう症検診 午後1：30～2：30

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方 村から郵送された受診券を使用し

ます。
手元に受診券がない方は、役場生
活環境課までご連絡ください。

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

＊詳細については受診券等を
ご覧ください
※肺・胃・大腸・子宮・乳房がん
検診は、「富山県健康増進セン
ター」で受けることも可能です
※胃検診の内視鏡検査を希望
される方は、検診機関にご
相談ください

肺・胃・大腸・乳房
が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以
上の方で希望される方
乳房：30歳以上の方で
希望される方

「かみいち総合病院」
「済生会富山病院」

乳 幼 児
健 康 診 査

･4か月児のお子さん
･1歳6か月児のお子さん 11月18日㈬ 午後1：00～1：30 舟 橋 会 館

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 11月18日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 ・個別相談の場です
・お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 11月18日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 ・個別相談の場です
・お気軽にお越しください

５歳児健康診査 平成22年度生まれの対
象のお子さん 11月19日㈭ 午後1：00～1：30 舟 橋 会 館

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご
持参ください

３歳児健康診査 平成24年７月生まれの
お子さん 11月26日㈭ 午後1：00～1：30 上市町保健福祉

総合センター

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

高齢者用肺炎球菌
予 防 接 種

・65・70・75・80・
85・90・95・100
歳の方
・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

3月31日㈭まで 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接種券
と個人負担金2,500円を持参し、
指定医療機関で接種してくださ
い（生活保護世帯は無料です）

※対象者は、平成28年4月1日ま
でに左記の年齢に達する方です

インフルエンザ
予 防 接 種

・65歳以上の方
・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

11月2日㈪～ 12月28日㈪ 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種希望される方は、接種
券と個人負担金1,400円を
持参し、指定医療機関で接
種してください（非課税・
生活保護世帯は無料です）

【問い合わせ先】生活環境課 保健師まで TEL ４６４－１１２１

健康診査・教室・予防接種等のお知らせほけんだより
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12月１日は世界エイズデーです!
　日本では、2014年、新たにHIVに感染した人が1,091人、感染に気づかずにエイ
ズを発症した人が455人報告され、増加傾向が続いています。エイズの正しい知識を
身につけ、感染を防ぐとともに、早期発見・早期治療のために検査を受けましょう。
　中部厚生センターでは、「世界エイズデー」にあわせ、『夜間迅速検査』を行います。
検査は匿名、無料で受けられます。
【迅速検査日時】　要予約
　12月７日㈪　午後５時～７時（予約は当日午後12時まで電話にてお願いします。）
　場所：富山県中部厚生センター（上市町横法音寺40）
　問い合わせ先　℡472－0637

レッドリボン
は、エイズに対
する理解と支援
の象徴です。

インフルエンザに注意しましょう!!

高齢者インフルエンザ予防接種助成のご案内

　インフルエンザは、毎年冬季から春先にかけて流行する感染症です。重症化すると肺炎や脳炎など
を引き起こす危険があり、予防や早期治療が大切です。
【予防方法について】
①流行前（12月中旬頃まで）にインフルエンザ予防接種を受ける
②うがい･手洗いをする
③外出時はマスクを着用し、人混みを避ける
④室内は適宜換気する
【症状について】
①38℃以上の高熱
②頭痛、関節痛、筋肉痛
③のどの痛み、咳、鼻水
【インフルエンザかな？と思ったら】
　早めに医療機関を受診しましょう。十分な休養と水分補給も大切です。また、周囲にうつさないよ
う、マスクを着用しましょう。

　村では、65歳以上の方を対象に予防接種料金の一部を助成しています。

【助成対象者】
・65歳以上の方
・60歳以上65歳未満で、心臓や腎臓、呼吸器に重い病気のある方（身体障害者手帳をお持ちの方）
【接種料金】1,400円（非課税世帯、生活保護世帯の方は無料です。）
【実施期間】平成27年11月2日（月）～ 12月28日（月）
【接種場所】中新川郡の指定医療機関
※ 対象の方には、接種券を10月末に郵送しました。接種方法など詳細は、接種券に同封されている
説明書をご覧ください。

問い合わせ先　生活環境課　保健師　℡464－1121
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【作り方】
①玉ねぎは薄くスライスし、生しいたけは石
づきを取って１㎝幅に、茹でたいんげんは
半分に切っておく。
②アルミホイルにサラダ油をうすくのばし、
その上に鮭を置き、塩、こしょう、酒をふる。
③①とバター、レモン輪切りをのせ、醤油を
かけてアルミホイルで包む。
④オーブントースターで約15分焼く。
※フライパンで調理する場合は、フライパン
に１㎝くらい水を入れ、フタをして弱火で
15分～20分蒸し焼きにする。

～糖尿病予防レシピ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

レモンの香りがとっても爽やか！「鮭のホイル焼き」　　
　鮭は胃腸を温め、消化吸収を助ける働きや、消化器を丈夫にする働きがあり、青身魚に
豊富な動脈硬化を防ぐＩＰＡ・ＤＨＡも豊富です。
　また、シイタケにはきのこ類の中でも食物繊維がズバ抜けて多く、糖質や脂質の吸収速
度を抑え、血糖値の上昇を緩和する作用があります。

【材料（２人分）】
鮭��������２切
塩��������少々
こしょう�����少々
酒������小さじ２
玉ねぎ����１／４個
生しいたけ����４枚
いんげん�����６本
サラダ油�����少々
醤油����� 小さじ1

バター����小さじ２
レモン（輪切り）��２枚

問い合わせ先　生活環境課　栄養士　℡464－1121

ようこそ 子育て支援センター『ぶらんこ』へ
利用時間：平日９時～16時　　場所：役場２階　　TEL 464－1121（内線45）

11月のさくらんぼくらぶは

� イベント盛りだくさん!!
　５日は、今本先生のヘッド＆ハンドリフレ。
前回大好評だったハンドリフレですが、今回
はヘッド＆ハンドリフレを行います。
　12日は、毎回大好評！島倉先生のママビ
クス。
　19日は、 ぶらんこdeフリマ です！

毎日10時半からの「ぶらんこタイム」では保育
士スタッフと一緒に手遊びやリズム体操などをし
ています♪
毎週木曜日のぶらんこタイムは、みんなのお楽し
み“さくらんぼくらぶ”！みんなで遊びにきてね♪

11月のさくらんぼくらぶ

５日　◆ヘッド＆ハンドリフレ◆
12日　◆島倉先生のママビクス◆
19日　 ぶらんこdeフリマ
26日　出前お話会

ぶらんこdeフ・リ・
マ♪

　お子さんの小さくなった洋服、年齢に合わなくなった絵本・おもちゃ、ベビーグッズ、育児用品、マタニティ用品、
etc�、おうちで眠っていませんか？そんな“不用品”を持ち寄って、フリーマーケットをしましょう!!

日時：11月19日㈭　10：30～12：00　　場所：舟橋村役場３階ホール
★★★　出 店 者 募 集　★★★

★出店希望者は、11月12日㈭までに、ぶらんこスタッフへお知らせください。
★出店者は、子育て支援センターぶらんこの登録者親子に限定します。
★ お金や出品物の取り扱いに関するトラブルには、子育て支援センターぶらんこ、さくらんぼくらぶでは責任を
負いかねます。各自で責任をもって管理願います。

●ぶらんこdeフリマは、子育て中の親子の交流を目的としたイベントです●

ミニけんこう広場 �
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こんにちは図書館です
TEL・FAX：463－5831　開館時間：平日 10：00～19：00（11月～3月は10：00～18：00）　土・日 10：00～17：00

休 館 日：月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日 　　　　

10月に１歳６か月児
健康診査を受けたお友達

米
よね

沢
ざ わ

奏
そ う

哉
や

くん
� （東芦原）

坂
さか

田
た

真
ま

緒
お

ちゃん
� （竹内）

森
もり

尻
じ り

　 湊
みなと

くん
� （竹内）

新 着 図 書

・地方創生ビジネスの教科書
� 増田　寛也
・目で見る漢字� おかべ　たかし
・１日３分！指体操で元気な脳になる！
　－集中力・思考力・記憶力がアップ－
� 白澤　卓二

・繭� 青山　七恵
・中野のお父さん� 北村　　薫
・文士の好物　－座談集－� 阿川　弘之
・まにまに� 西　加奈子

・どうぶつえんは　おおさわぎ� あべ　弘士
・なかよくなれたね� 森山　　京
・テレビのずるやすみ� 村上　しいこ
・星と宇宙★クイズ図鑑� 藤井　　旭

一般書

小説・エッセイ

児童書

その他多数新着図書あります。

おはなし会
◦イソップの会　おはなし会
　11月21日㈯　午後 ２ 時～
◦ちっちゃな ちっちゃな おはなし会
　11月　8日㈰　午前11時～
　11月15日㈰　午前11時～
　11月22日㈰　午前11時～

開館時間の変更のお知らせ
　11月～３月は、開館時間が下記のとおり
変更になります。よろしくお願いいたします。

10：00～18：00
＊土日は通常通り（10：00～17：00）

入札結果を公表します（金額は全て税込）
件　　　名 落札業者 落札金額

10月19日 舟橋会館非常電源用発電機更新工事 ㈱浪速電機工業所 4,428,000円
10月23日 舟橋会館冷温水発生機１号更新工事 不二空研工業㈱ 10,152,000円
� 問い合わせ先　総務課　TEL 464－1121
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ヶ
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ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
様
子
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
理
由
か
ら
、
住
民

運
動
会
か
ら
変
更
と
な
り
、
約
２
０
０
名
の

皆
さ
ん
が
７
種
目
の
ゲ
ー
ム
や
競
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

一
日
一
日
、
冬
へ
と
近
づ
い
て
い
き
ま

す
。
広
報
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
時
期
を
迎

え
ま
す
。
予
防
接

種
を
受
け
る
、
ま

た
、
う
が
い
・
手

洗
い
を
す
る
等
、

予
防
対
策
を
し
っ

か
り
、
や
わ
や
わ

元
気
に
健
康
で
過

ご
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。�

お
村の人口（10月１日現在）

前年同月

人口 3,024 （＋7） 3,077
男 1,466 （＋2） 1,491
女 1,558 （＋5） 1,586
世帯数 1,002 （±0） 1,005

（　　）は前月比

問い合わせ先　生活環境課　田中（宏）　TEL 464－1121

11 月 納 税
固定資産税　３期分
国民健康保険税　５期分
後期高齢者医療保険料　５期分
水道料
お支払は便利な口座振替を

ご利用ください

平成27年11月ごみ収集日表 ゴミ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

燃やせるごみ
3

文化の日
4

燃やせるごみ
5

燃やせないごみ
6

燃やせるごみ
7

8 9
燃やせるごみ
剪定枝回収

10
プラスチック製
容器包装

11

燃やせるごみ
12

びん・缶
13

燃やせるごみ
14

15 16

燃やせるごみ
17
プラスチック製
容器包装

18

燃やせるごみ
19
燃やせないごみ
古紙類

20

燃やせるごみ
21

22 23

勤労感謝の日
24
プラスチック製
容器包装

25

燃やせるごみ
26 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

27

燃やせるごみ
28

29 30

燃やせるごみ
12/1
プラスチック製
容器包装

2

燃やせるごみ
3

燃やせないごみ
4

燃やせるごみ
5

※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
※３日㈫の「プラスチック製容器包装」、23日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。
※ごみは、収集日当日８時までに、決められた場所へ出してください。

古紙類収集の実施について
収集日時　11月19日（木）（ ）各地区で指定された時間

内に出してください。
収集場所　各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対 象 物　新聞類・ダンボール・雑誌
・金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含
まれているもの（ファイルやバインダー、辞書等）は
対象外です。

古紙類の出し方について
・ビニールひもで十文字に縛って出してください。収
集場所では、「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種
類毎にまとめて置いてください。
・ 毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同され
ないよう、各ご家庭で正しく分別してから出してく
ださい。

問い合わせ先　生活環境課　田中（宏）
　　　 　TEL464－1121

【 おめでた／おしあわせに／おくやみ】
欄について
　広報ふなはしの「おめでた／おしあわせに／
おくやみ」欄は、プライバシー保護のため、ご
本人・ご家族からの依頼があった方のみ掲載し
ております。掲載を希望される方は、届出の際
に窓口で申し出てください。

お
め
で
た

●
永
原　
栄
治　

 

藍
子 　
（
国　
重
）

●

古
川　
大
樹　

 

慶
喜 　
（
竹　
鼻
）

●

山
嵜　
一
博　

 

陵
太
郎
（
竹　
鼻
）

お
く
や
み

●

稲
田　
金
三�

（
稲　
荷
）

●

髙
野　
美
津
子�

（
海
老
江
）

お
し
あ
わ
せ
に

綿
引　
卓
志�
（
上
国
重
）

藤
田　
紘
未�
（
上
国
重
）

（
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